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ちゅら風通信第１号発行によせて 

                  看護学科長 金城祥教               

市民の皆様 高校生の皆様へ 

名護市ビーマタの高台（名桜大学看護学科）から、ちゅら風通信をお届けします。 

 名桜大学人間健康学部は 名護市ビーマタの高台に位置し、美しい緑に囲まれ青空が広がるキャンパスは看護師を志す者には、

すばらしい環境に恵まれております。そこから見渡す名護湾は大変美しく、遠方につらなる恩名岳を映してエメラルドグリーン

に輝き、沈む夕日を眺めながら青春を語るには最高のキャンパスでもあります。 

 人間健康学部看護学科はこの 4 月にオープンいたしました。1 期生はフロンティア精神にみなぎり、日々勉学に精進してお

ります。先生方も新しい看護教育―参画型看護教育―を理念として掲げ、意欲的に学生と「協働参画」の精神のもと、ざまざま

な取り組みを行っております。  

この ちゅら風（かじ）通信は 看護学科における教育実践と学生のキャンパスライフを広く市民へお知らせすると共に、この

通信が名桜大学の看護教育を市民と共につくりあげる「場」となることを願って、学生と教員が編集・発行を行うものです。ど

うぞ、これからもこの通信をご愛顧くださいますように、こころからお願い申し上げます。平成 19 年 9 月 吉日   

 

 

 

  

 

 

国際看護協会が主催する ICN Conference and 

CNR 2007 が 5 月 27 日から 6 月 1 日にかけて

横浜で開催されました。金城祥教学科長と鈴木啓子

教授が参加しました。金城学科長は「Nurses 

Coping with Workplace Violence and support 

in the workplace in Japan 」  鈴 木 教 授 は

「 Violence against Hospital Nurses from 

Patient in Japan: variation among personal 

attribute and department」のテーマで発表しま

した。  

 

  

６月３０日（土）～７月１日（日）の２日間、日本ﾙｰﾗﾙﾅｰｼﾝｸﾞ学会第

2 回学術集会が「島嶼・へき地から健康への挑戦」－島人が育てる看

護学－をテーマに本学で開催されました。学会プログラムは、鼎談、

シンポジウム、ラウンドミーティングから構成され、鼎談では「島人

の健康確保の表と裏」と題して、元伊江島村長さんを中心に住民の生

命を守り、健康を願う熱い思いと人材確保、施設設備などを語ってい

ただき深い感動を与えました。シンポジウムでは、へき地にお

け る 人 々 の 健 康 支 援 を 看 護 の 立 場 か ら 教 育 ・ 人 材 確 保 ・ 実

践の視点からご講演いただき、参加者         

から多くの共感を得ました。ラウンド             ド

ミーティングでは 5 分科会に分かれて 

病院、診療所、訪問看護ステーション   

市町村、保健所、教育機関などから       

日頃の実践と研究成果を発表し、活発 

な討論が行われました。          

日本ﾙｰﾗﾙﾅｰｼﾝｸﾞ学会長 

吉川千恵子教授  

左より 野口美和子学会理事長

岸本春菜（看護学科一年生） 

瀬名波榮喜名桜大学学長 



 

 

 

 

 

 

 

 

☆第１回保護者懇談会１2 名の保護者の方が参加！ 

 ６月６日・９日の両日に第１回保護者懇談会が開かれ、12 名の保護者の

参加がありました。金城学科長の挨拶に続き、入学から現在の授業風景まで

が写真を交えて紹介されました。さらに４名の学生が学校生活の様子を語っ

てくれました。 

 C クラス 波平エミリさん 

B クラス 島袋聖子さん  

 

 

 

 

          

名桜大学の看護学科に入学して知

らない人が多い中で大学生活を楽

しめるか、授業についていけるかと

いう不安でいっぱいでした 。しか

し、大学生活を送るうえで必要な事

を１週間に渡り詳しく説明しても

らい、今までとは違う環境に早く慣

れるきっかけになったと思います。４月に行われた教育宿泊研修の

ハーリー大会では、ゼミのみんなと協力して一緒に汗を流すことが

でき、大学に入学したての不安や緊張が解け、皆と仲良くなるいい

機会でした。また、先輩方が新入生をサポートすることを目的とし

て活動しているウェルナビのおかげで、いろいろ相談したり話を聞

いたりすることができるので先輩方にはとても感謝しています。 

 大学にはだいぶ慣れてきたのですが、授業については不安もあり

ます。やはり難しい授業があり、どのように勉強すればいいか悩ん

でいる時に、学生同士で試行錯誤しながら復習プリントを作り勉強

に役立てています。また、各ゼミでは決められた課題を調べ、レポ

ート形式や壁新聞などを使ったプレゼンテーションなどで発表して

います。大学生になって最初のレポート作りはとても大変でうまく

できませんでしたが、他の学生のレポートを参考にしたりして回数

を重ねていくうちにレポートの要領をつかめるように なりました。

ゼミは、お互いに情報交換をしてまとめたり、自分と違う意見や考

えを持った人の話しを聞いて討論したりと、とてもいい学習の場に

なっています。 

 最期にこの２ヶ月で学んだ１番大きなこととして、１人暮らしと

いう今までとは違う環境になって初めて『親のありがたさ』がわか

りました。その気持ちを忘れずに、大学生活を楽しみながら看護師

としてのスキルを身につけていくことを親への恩返しとして頑張っ

ていきたいです。

 

 

本学は、公設民営の大学であることから、地域に貢献できる人材を養成することに加え、教員による直接的な地域貢献も、

我々の重要な使命と考えております。そこで、今年度は、下記のような看護学科教員による名桜看護セミナーを開催すること

にしました。セミナーを通して、今後、共に取り組むことのできる実践および研究活動を考える機会にできればと願っており

ます。どの回からでも、自由に参加できますので、お気軽にご参加いただけますと幸いに存じます。  学科長 金城祥教 

 

今月の発表者とテーマ（来月以降のスケジュールについては下記にお問い合わせ下さい。 

9 月 27 日（木）18：15～20：15  会場：名桜大学 北部生涯学習推進センター研修室 1 

鈴木啓子教授：精神看護学 「保健医療の場における職場暴力の問題と安全対策について」 

金城祥教教授：精神看護学 ｢参画型看護教育のめざすもの｣ 

お問い合わせ先：℡0980-51-1248  e-mail: tokuda@meio-u.ac.jp 徳田菊恵 

※※※※看護学科に入学して Ｄクラス  山城正久 ※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

A クラス 

上間一紗さん 

mailto:tokuda@meio-u.ac.jp
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 名桜大学看護学科の特徴として、「フレッシュマンセミナー」という科目を履修します。目的はこれから看

護学を学ぶ“フレッシュマン”が保健医療分野に拘らず様々な分野に対して主体的・能動的に学ぶ学習態度

を身に付けることにあります。内容は、1 グループ 2～4 名になり、地域の人々の暮らしの成り立ちに関す

るテーマを学生自らが設定し、身近な地域へ赴き、フィールドワークで得た知識や情報をもとに協働探究活

動を行います。7 月 25 日（水）には、フレッシュマンセミナーの全体発表会が学生食堂で開催されました。

テーマは社会・教育・医療問題など色々な視点に立った課題に挑みました。学会のポスターセッションのよ

うに決められた時間内に各グループが発表・質疑応答をこなしました。発表後の学生の顔はとても満足感に

溢れていました。1 年次から自分の興味のある様々な

テーマに“体を張って”取り組むことができるのは視

野や関心を広げる意味で大変貴重な機会です。インタ

ビュー後のインフォーマント（聞き取り対象者）の意

見には「何を聞きたいのか不明確」という辛い評価も

ありましたが、多くは「非常によい取り組み」「医療人

の感性を磨くよい機会」「地域に根差した情熱ある学生

の育成に期待」と好評でした。 

熱演中の前

津君！ 

小川寿美子准教授 
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第１回ふれあい看護実習が 9 月 10 日～21 日までの２

週間、下記の施設で行われました。最初の実習でわくわく

ドキドキ緊張しながらも、名桜カラーをあしらった桜ユニ

ホームで楽しく充実した実習でした。(^o^) 

9 月 21 日の最終発表会では、実習施設からも指導者の

方が駆けつけて、激励して下さいました。今回の実習では、

e ラーニング（遠隔教育）の試みとして、名桜大学のメ

ディアネットワークセンターの協力で、実習施設と大学さ

らに他の実習施設との間でのインターネットを介しての

遠隔カンファレンスも行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい看護実習施設の紹介   ～お世話になりました！～  

もとぶ野毛病院 中部徳洲会病院 沖縄病院 宜野湾記念病院 今帰仁村保健センター 北部福祉 

保健所 介護老人保健施設桃源の郷 平和病院 北部地区医師会病院連携室 いずみ病院・いずみ苑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

【学生支援：名桜大学看護学科広報委員会】 

―編集後記― 

ちゅら風通信広報隊です。 

念願の一号を発行することができました。

これから、名桜大学看護学科を盛り上げ

て、そのパワーを校内外にジワジワと広げ

ていきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

メンバー： 平安諒也、神里隼野、

仲宗根誠也、外間聖子、仲程晴香 
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